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小
倉
西
高
等
学
校
同
窓
会
「
津

苑
会
」
平
成
30
年
度
総
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
衷
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
塩

田
会
長
を
は
じ
め
、
ご
準
備
い
た

だ
き
ま
し
た
重
留
実
行
委
員
長
、

当
番
期
の
皆
様
の
ご
労
苦
に
心

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

津
苑
会
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
物
心
両
面
に
わ
た
り
学
校

へ
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
に
引
き
続
き
校
長
を

仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
児
玉

幸
子
と
申
し
ま
す
。
今
年
度
も
、

小
倉
西
高
等
学
校
で
、
品
格
あ

る
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ

ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に
、
職
員
・

生
徒
諸
君
と
共
に
粉
骨
砕
身
頑

張
る
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
春
の
人
事
異
動
で
、
本
校

卒
業
生
の
木
原
理
恵
事
務
長
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら

の
白
木
周
一
教
頭
先
生
も
含
め

て
、
本
校
Ｏ
Ｂ
の
職
員
が
６
名

と
な
り
、
周
年
行
事
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
心
強
い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、
創
立
120
周
年
記
念
行

事
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
～
繋
ぐ
輪　

未
来
へ
」
で
す
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
昨
年
度

の
終
わ
り
に
、
生
徒
会
が
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
生

徒
全
員
か
ら
募
集
し
、
皆
で
決
め

津
苑
会
会
長

塩 

田  

孝 

一

　

平
成
30
年
度
津
苑
会
総
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
、
我
々
の
愛
す
る
母
校

が
創
立
120
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
く
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
、
卒
業
生
は

３
５
、０
０
０
人
を
超
え
、
各
界
、

各
層
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
「
強
く
・
正
し

く
・
美
は
し
く
」
と
い
う
校
訓

の
も
と
、
児
玉
校
長
並
び
に
歴

代
の
校
長
、
諸
先
生
方
の
ご
指

導
と
ご
尽
力
、
ま
た
生
徒
諸
君

が
西
高
生
で
あ
る
と
い
う
自
覚

を
持
っ
て
、
日
々
努
力
し
活
躍

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。
西
高
魂
が
受
け
継
が

れ
、
卒
業
後
の
活
躍
を
生
ん
で

い
る
の
だ
と
誇
ら
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
津
苑
会

を
支
え
る
会
員
の
皆
様
に
は
ご

理
解
ご
協
力
を
頂
き
、
120
周
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
高
校
70
期
卒

業
生
186
名
の
新
会
員
を
迎
え
ま

た
も
の
で
す
。
周
年
行
事
を
契
機

に
、
学
校
と
同
窓
会
が
さ
ら
に
強

い
絆
で
繋
が
る
記
念
す
べ
き
年

と
な
る
よ
う
に
、
職
員
・
生
徒
が

一
丸
と
な
っ
て
勉
学
や
部
活
動
・

学
校
行
事
に
頑
張
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
高
校

70
期
生
の
進
路
実
績
で
す
が
、
お

陰
様
を
も
ち
ま
し
て
例
年
通
り

の
立
派
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
へ

の
合
格
は
、
66
名
が
現
役
合
格

を
果
た
し
、
卒
業
生
の
35
％
が

国
公
立
大
学
へ
の
現
役
合
格
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
主
な
進
学

先
は
、
熊
本
大
学
（
５
名
）、
広

島
大
学
（
１
名
）、
北
九
州
市
立

大
学
（
19
名
）、
長
崎
大
学
（
３

名
）、宮
崎
大
学
（
４
名
）
等
で
す
。

ま
た
、
私
立
大
学
へ
も
、
西
南

学
院
大
学
（
22
名
）、
福
岡
大
学

（
58
名
）、産
業
医
科
大
学
（
７
名
）

等
、
多
く
の
生
徒
が
、
自
分
の

進
路
目
標
を
達
成
し
、
本
校
を

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
先
生
方
の
熱
心
な
ご

指
導
と
生
徒
諸
君
の
努
力
の
賜

で
す
が
、
生
徒
諸
君
が
高
い
志
を

持
ち
粘
り
強
く
努
力
を
重
ね
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
先
輩
諸

氏
が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
伝
統

と
良
き
校
風
の
お
か
げ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
現
在
の
在
校
生

も
先
輩
に
負
け
な
い
よ
う
に
決

意
を
新
た
に
し
、
高
い
志
を
持
っ

て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
つ
い
て
も
、

加
入
率
が
90
％
を
超
え
、
各
部

が
輝
か
し
い
実
績
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
体
育
部
で
は
、
水
泳
部

が
個
人
で
九
州
大
会
へ
の
出
場

を
果
た
し
、
弓
道
部
、
水
泳
部
、

卓
球
部
、
テ
ニ
ス
部
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
が
県
大
会
出
場
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、文
化
部
で
は
、

吹
奏
楽
部
、
ア
ー
ト
部
、
放
送
部
、

総
合
部
が
高
文
祭
（
県
大
会
）
に

出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
各

自
が
部
活
動
で
個
性
を
伸
ば
し
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
良
き

校
風
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

創
立
120
周
年
記
念
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
津
苑
会
塩
田
会
長

を
実
行
委
員
長
と
す
る
組
織
が

立
ち
上
が
り
、
11
月
の
式
典
に

向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
120
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
社

会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生

を
訪
ね
、
志
を
高
め
る
「
パ
ス

カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
特
に
、
去
る
３
月

12
日
～
15
日
に
実
施
し
ま
し
た

東
京
派
遣
研
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
五
味
支
部
長
を
は
じ
め
と
し

ま
す
津
苑
会
東
京
支
部
の
皆
様

に
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

18
名
の
生
徒
が
東
京
で
の
２
泊

３
日
の
研
修
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
が
、
参
加
し
た
生
徒
全
員

が
先
輩
方
に
大
い
に
励
ま
さ
れ
、

全
員
が
「
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
。」
と
感
激
し
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
東
京
で
の
津
苑
会

の
先
輩
方
と
の
交
流
会
や
、
社

会
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
先

輩
の
お
話
が
大
変
よ
い
刺
激
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
お
忙
し
い

中
、
生
徒
の
研
修
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆

様
の
ご
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
九
州

大
学
の
森
田
教
授
・
植
森
教
授

に
ご
教
授
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
る
「
九
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
３
月
に
課
題
研
究
発

表
会
を
実
施
し
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
の
今
後
の
伸
び

が
楽
し
み
で
す
。
今
後
も
、何
卒
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
津
苑

会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

し
た
。
津
苑
会
入
会
を
心
か
ら

歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

小
倉
西
高
で
学
ん
だ
経
験
を
糧

に
さ
ら
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
第
７
回
津
苑

会
賞
は
個
人
賞
で
男
性
１
名
・

女
性
１
名
に
賞
状
と
副
賞
を
贈

呈
し
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
理

由
は
、
継
続
し
て
生
徒
会
活
動

に
励
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行

事
の
運
営
を
支
え
た
こ
と
、
地

道
な
努
力
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
こ
と
で
す
。
友
人
か
ら
の

信
望
も
厚
く
、
彼
等
は
今
後
も

津
苑
会
会
員
と
し
て
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

高
女
47
期
生
、
喜
寿
を
迎
え
ら

れ
た
高
校
11
期
生
の
皆
様
に
対

し
、
お
祝
の
場
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
か
ら
祝
福
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
益
々
お
元
気
で

い
つ
ま
で
も
津
苑
会
総
会
で
お

会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
高
校
46
期
生
の

皆
さ
ん
に
、
総
会
当
番
期
と
し

て
総
会
の
準
備
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
素
晴

ら
し
い
総
会
を
演
出
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
最
後
に
児
玉
校
長
を

は
じ
め
、
学
校
側
の
津
苑
会
活

動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

本
日
ご
出
席
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

発　　行
福岡県立小倉西高等学校

津  苑  会
小倉北区下到津5丁目7-1

TEL 093-581-9387

祝 創立120周年祝 創立120周年

津苑会館
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　小倉西高校は 1898 年 6 月（明治 31 年）に小倉高等女学校として創立され、平成 30 年 6 月には 120 年の歴史を重ねることになりました。校訓「三筋の伝統」（強く・正しく・
美はしく）を大切にし、北九州市内では、長い歴史を誇り伝統のある学校のひとつとして評価されています。
　今回、平成 13 年から卒業生名簿の更新をおこなっていませんでしたので、17 年ぶりに調査更新をすることにいたしました。この間、卒業生から卒業生の所在などの事務局
への照会・お問い合わせの不便性や名簿の更新を希望されるご要望もあり、創立 120 周年記念事業として
卒業生名簿を発刊することにいたしました。
　名簿の発刊については、個人情報保護法の観点・遵守もあり、調査にあたって可能な限り卒業生ご本人
あてに調査ハガキを送付し、名前を含め掲載の有無のご意思を返送するようにお願いいたしました。その
ため、発刊します名簿には、掲載されていない項目などもあります。なお、整理しました卒業生の皆様の
個人情報につきましては、事務局で厳正に管理保管いたします。
　今回の名簿発刊・調査にあたり、卒業生各位はもとより小倉西高校、津苑同友会、㈱旭出版社などの関
係者及び団体に過大なるご協力をいただき、誠にありがとうございました。
　また、創立 120 周年記念事業の一環として、津苑会も学校への教育環境整備及び部活動の支援をおこな
いました。他に多くの卒業生から寄付・寄贈をいただきました。この紙面をお借りして改めてお礼申し上
げますとともに、今後とも津苑会（同窓会）活動にご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　名簿の発送は、平成 30 年 5 月末（予定）から事前にお申込みいただいた卒業生にお届けいたしますが、
まだお申込みされていない方はこれからもお申し込みは可能です。（１冊  5,000 円）
　詳しくは、㈱旭出版（℡０１２０―１１―８５５６）か津苑会事務局（℡０９３―５８１―９３８７）
にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：森　義雄（事務局）

津苑会会員名簿の発刊

草刈正雄さんからお祝いのコメントが届きました

日本を代表する俳優として大活躍の 草刈正雄さん。
今年は 北九州市制55周年のアンバサダー を務めていらっしゃいます。
みなさんご存知のとおり、草刈正雄さんは高校時代を上京されるまでの間、小倉西高校で過ごされた同窓生です。
今回、小倉西高校創立120周年ということで、特別にコメントをお寄せくださいました！

＜プロフィール＞
草刈正雄／俳優。1952年福岡県小倉市（現･北九州市）生まれ。17歳で上京、70年資生堂
専属モデルとなる。74年『卑弥呼』で映画デビュー。同年『沖田総司』で製作者協会新人賞を
受賞。その後も映画、ドラマで活躍する。2016年NHK大河ドラマ『真田丸』では真田昌幸を
演じ、その演技が高い評価を得た。血液型Ｏ型

ⒸHayato Araki

2018 年秋公開予定の「体操しようよ」に主演される草刈さん。
益々のご活躍を同窓生一同お祈りいたします。

表紙写真は中庭の楊貴妃桜です
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福
岡
支
部
長

三
村  

明
生
（
高
校
18
期
）

福岡支部

　

皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
に
て

お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
の
総
会
で
、
長
谷
川
隆
先

輩
（
高
校
20
期
）
よ
り 
支
部
長

の
職
務
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。「
故

き
を
温
め
て
新
し
き
を
知
る
。」

に
倣
い
、
営
々
と
東
京
支
部
の
発

展
に
努
め
ら
れ
た
先
達
の
尽
力
を

想
起
し
つ
つ
、
役
員
各
位
と
連
携

し
て
、
組
織
の
運
営
に
携
わ
っ
て

お
り
ま
す
。

　

東
京
支
部
に
於
け
る
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
毎
年
7
月
の
総
会
で
、

遥
か
に
２
０
０
名
を
超
え
る
会
員
が
一
堂
に
会
し
、
旧
交
を
温
め
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
高
校
31
期
の
精
鋭
が
当
番
期
を
務
め
、
来
た
る
7
月
7
日

（
土
）
11
：
30
よ
り
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
に
程
近
い TH

E G
R

A
N

D
 H

A
LL

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
支
部
以
外
の
皆
様
も
、
奮
っ
て
ご
出
席
下
さ
い
‥
‥
大
歓
迎
し

ま
す
。

　

数
年
来
、
東
京
支
部
で
は
役
員
と
幹
事
有
志
が
委
員
会
（
総
務
・
組

織
・
広
報
・
企
画
・
渉
外
）
を
組
織
し
、
積
極
的
に
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

総
会
開
催
の
支
援
を
は
じ
め
、
役
員
会
・
幹
事
会
の
実
施
、
会
報 

‘
津

苑
の
集
い
’
の
発
行
、
春
の
観
桜
会
・
秋
の
名
所
散
策
、
年
2
回
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
県
人
会
総
会
・
北
九
州
市
応
援
団
の
集
い
の
参
加
、
謝

志
会
（
北
九
州
地
区
高
校
の
交
流
会
）
納
涼
祭
・
忘
年
会
の
協
賛
、
他

校
同
窓
会
総
会
の
出
席
等
々
、活
発
に
日
常
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
3
月
12
日
～
14
日
、
母
校
創
立
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
、
在

校
生
に
東
京
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
、
微
力
な
が
ら
東
京
支
部
も
、
研

修
の
案
内
と
教
諭
・
生
徒
と
の
交
流
会
を
行
な
い
、
そ
の
一
翼
を
担
い

ま
し
た
。

　

津
苑
会
関
西
支
部
は
平
成
３
年
に
発
足
し
、
も

う
す
ぐ
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

当
初
は
2
年
に
一
度
開
催
し
て
お
り
、
平
成
7

年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
一
旦
延
期
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
活
発
な
交
流

を
は
か
る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
代
支
部
長
は
５
期
の
宮
川
先
輩
、
二
代
目
は

８
期
青
栁
先
輩
、
三
代
目
が
13
期
井
村
先
輩
、
私

が
四
代
目
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
第
一
回
総
会

は
１
０
０
名
を
超
え
る
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
が
、

回
を
追
う
ご
と
に
減
少
し
、
こ
の
数
年
は
30
名
を

切
る
状
態
で
し
た
。
事
務
局
の
26
期
明
石
君
、
38

期
の
松
本
君
に
助
け
ら
れ
、
東
京
支
部
、
福
岡
支

部
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年
は
一
昨
年
か

ら
10
名
増
の
40
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
10
月
27
日
（
土
）
に
昨
年
と
同
じ
〈
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ア
大
阪
〉
で
開
催
予
定
で
す
。
関

西
支
部
総
会
だ
け
で
な
く
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
や

一
泊
温
泉
旅
行
な
ど

を
計
画
し
、
会
員
相

互
の
活
動
を
活
発
に

行
い
、
出
席
者
を
な

ん
と
か
50
名
・
60
名

と
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
是
非
関
西
支

部
総
会
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

津
苑
会
福
岡
支
部
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

福
岡
支
部
の
生
い
立
ち
は
、
現
在
の
所
全
く
の

不
明
で
あ
り
ま
す
。
い
つ
頃
、
ど
な
た
が
中
心
に

な
っ
て
支
部
が
立
ち
上
が
っ
た
の
か
、
今
も
っ
て

全
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
昭
和
の
時
代
か

ら
平
成
の
初
め
の
頃
の
情
報
を
ご
存
知
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
と
も
ご
一
報
頂
き
、

当
時
の
状
況
な
ど
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
福
岡
支
部
で
す
が
、
現
在
は
高
校
20
期

以
降
の
会
員
が
運
営
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、

毎
年
１
０
０
名
前
後
の
会
員
が
集
ま
る
盛
況
で
支

部
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
日
は
毎
年
10

月
第
１
週
の
土
曜
日
と
決
め
て
い
ま
す
。
会
場
に

つ
い
て
は
、
津
苑
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確

認
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
い
支
部
総
会
を
作
る
た
め
に
は
、
ま
ず
お

世
話
す
る
当
番
幹
事
が
楽
し
め
る
こ
と
が
大
事
な

こ
と
で
あ
り
、
又
、
活
発
な
支
部
に
す
る
た
め
今

ま
で
世
話
役
一
同
気
持
ち
を
込
め
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
支
部
長
１
名
、
副
支
部
長
４
名
、

会
計
１
名
、
監
査
役
１
名
の
役
員
と
そ
の
他
に
支

援
グ
ル
ー
プ
多
数（
出
入
り
自
由
）と
い
う
構
成
で
、

福
岡
支
部
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
高
校
30
期
の
卒
業
生
が
当
番
幹
事
と
し

て
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
学
び
舎

で
育
ち
巣
立
っ
た
仲
間
と
し
て
、先
輩
方
，自
分
達
、

そ
し
て
後
輩
諸
氏
と
共
に
、
今
あ
る
自
分
の
根
っ

こ
を
意
識
し
、
感
じ
、
喜
べ
る
時
間
を
共
有
出
来

る
支
部
総
会
に
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
卒
業
生
も
、

一
度
お
顔
を
覗
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
若
い
方
も

そ
う
で
な
い
方
も
、
皆

さ
ん
が
楽
し
め
る
懐
か

し
い
時
間
が
待
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
福
岡
支
部

活
動
に
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

本
学
と
津
苑
会
の
益
々

の
ご
清
栄
を
祈
念
し
て

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

東京福岡県人会江戸東京博物館とちゃんこ鍋

第9回  親睦ゴルフコンペ

東
京
支
部
長

関
西
支
部
長

五
味  

秀
人
（
高
校
21
期
）

髙
橋  

輝
久
（
高
校
18
期
）

支 部 だ よ り
東京支部

関西支部

1）寄贈（H29.6～H30.4）
①平成29年度総会当番期（高校45期）から総会当日津苑会へのお礼と事務用品の寄贈がありました。
②平成29年度総会当番期が「校名入りの箸」の販売をおこない、収益金を学校部活動の応援として寄贈

しました。（H28年9月）
③平成29年度米寿（高女46期）及び喜寿（高校10期）の皆さまから、総会終了後に寄贈がありました。
　以上の方から寄贈がありました、ありがとうございました。

「120周年の記念事業」（同窓会主催）
　　平成30年6月に創立120周年を迎え、同窓会（津苑会）として記念事業を学校側と共に推進し

ました。主な内容
　①　学校の教育環境の充実を図るため、授業用視聴覚教材

（ICT機器）を寄贈しました。
　　　2020年度大学入試改革へ向け、生徒への学力向上サ

ポートのため、不足していた台数を寄贈することで全
クラス充実した教育環境となりました。

　②　学校主催の西高パスカルプロジェクトの一環として、
教師および生徒の東京派遣研修のお手伝いを東京支部
が行い、研修案内のサポートと生徒との交流を図りま
した。

　③ 会員名簿の発刊
　　　無事に発刊いたしました。別枠にて。

平成30年度 津苑会事務局だより
　　　　　　　　　同友会会長　山本  厚生（高校 12 期）

　「小倉西高」は、今年で創立 120 周年を迎えました。誠に喜ばしきことで、
これを節目に今後同窓生相互の交流を更に広げ深めることになるよう祈念
しております。
　人生は人の繋がりで成り立っております。
　この良し悪しが人生を大きく左右することになります。
　津苑同友会は卒業年次に関係なく、年次を超えた縦の集まりの会であり
ます。
　西高卒業生と言う共通の絆を持って、お互いに協力出来る事は協力し合
うような有効な人間関係を創って行くことが大切であります。
　この行動が小倉西高を社会サイドから応援することになるのだと思って
おります。「西高には素晴らしいＯＢ会がある、同友会に入会してよかった」
と言われるような津苑同友会になるよう努力していく所存です。

平成30年 春の叙勲で山本厚生氏(高校12期)
【津苑同友会会長】が旭日小綬章を受章し
ました。
おめでとうございます。

「120周年に寄せて」
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１
２
０
年
の
あ
ゆ
み

八
幡
製
鉄
所
建
設

関
東
大
震
災

世
界
恐
慌

太
平
洋
戦
争
終
結

東
京
タ
ワ
ー
完
成

1910
明治 42 年

1920
大正 9 年

1930
昭和 5 年

1940
昭和 15 年

1950
昭和 25 年

Ｍ
31  

6
月
15
日

Ｍ
32  

6
月

Ｍ
33  

4
月

Ｍ
34  

4
月

Ｍ
38  

11
月
25
日

Ｍ
41  

4
月

Ｍ
42  

6
月
28
日

Ｔ
元  

９
月

Ｔ
14  

Ｓ
２

Ｓ
10  

11
月

Ｓ
13  

10
月

Ｓ
16  

4
月

Ｓ
19  

Ｓ
22  

Ｓ
23

Ｓ
24  

4
月

Ｓ
24  

8
月

Ｓ
28  

9
月

Ｓ
29  

3
月
1
日

Ｓ
30  

6
月

小
倉
高
等
女
学
校
開
校

小
倉
高
等
小
学
校
の
校
舎
一
部
を
借
り
る

足
立
村
砂
津
に
校
舎
・
寄
宿
舎
竣
工

小
倉
町
が
市
制
に
　
小
倉
市
立
小
倉
高
等
女
学
校
に
改
称

補
習
科
　
設
立
（
大
正
四
年
廃
止
）

卒
業
生
同
窓
会
を
「
操
会
」
と
し
、
春
秋
２
回
総
会
を
開
く

県
営
に
移
管
　
福
岡
県
立
小
倉
高
等
女
学
校
に
改
称

新
校
舎
竣
工

校
章
制
定
　
袴
に
三
線
を
付
け
る

県
立
を
付
け
な
い
　
福
岡
県
小
倉
高
等
女
学
校
に
改
称

研
究
科
設
置
（
昭
和
十
三
年
家
政
専
攻
科
に
移
譲
）

到
津
校
舎
に
移
転
　
　
同
窓
会
館
（
操
会
館
）
竣
工

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
　
　
新
校
舎
落
成
式

教
員
養
成
科
（
専
攻
科
）
設
置
（
昭
和
二
十
一
年
閉
鎖
）

家
政
専
攻
科
設
置
（
昭
和
二
十
一
年
閉
鎖
）

保
育
園
附
設
（
昭
和
二
十
一
年
閉
鎖
）

（
新
制
中
学
校
発
足
）
女
学
校
新
入
生
募
集
中
止

（
新
制
高
等
学
校
発
足
）
福
岡
県
立
小
倉
女
子
高
等
学
校
に

改
称

男
女
共
学
実
施
　
普
通
科
、
家
庭
科
、
定
時
制
設
置

福
岡
県
立
小
倉
西
高
等
学
校
に
改
称

校
歌
制
定

校
旗
制
定

同
窓
会
館
に
食
堂
開
設

大
瓶
１
本
　
23
銭

大
瓶
１
本
　
45
銭

大
瓶
１
本
　
130
円

砂津旧校舎全景

旧校舎時代の正門

昭和10年　操会館（同窓会館）

正門 講堂

校長室

砂津校舎

みどり会

マラソン大会

天体観測（昭和6年）

割烹室

両陛下奉迎

制服の変遷

修学旅行（清水寺にて）

砂津校舎での感謝お別れ式（昭和10年）

予餞会

授業風景

登山

19   60
昭和    35 年
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

阪
神
淡
路
大
震
災

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

東
日
本
大
震
災

熊
本
地
震

19   60
昭和    35 年

1970
昭和 45 年

1980
昭和 55 年

1990
平成 2 年

2000
平成 12 年

2010
平成 22 年

大
瓶
１
本
　
180
円

大
瓶
１
本
　
320
円

久遠の灯
（定時制）

家政科閉科記念植樹（平成5年）

Ｓ
37  

6
月
15
日

Ｓ
38  

4
月
1
日

Ｓ
43  

6
月

Ｓ
52 

Ｓ
55  

8
月

Ｓ
58

Ｈ
元  

2
月

Ｈ
2  

3
月

Ｈ
5  
3
月

Ｈ
8  

12
月

Ｈ
10  

Ｈ
10  

12
月

Ｈ
19  

3
月

Ｈ
20  

10
月

Ｈ
29  

Ｈ
29  

Ｈ
30  

11
月  

体
育
館
落
成
記
念
式

家
庭
科
を
家
政
科
に
改
称 

創
立
七
十
周
年
式
典

同
窓
会
名
を
「
津
苑
会
」
と
改
称

校
舎
全
面
改
修

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
全
国
優
勝

創
立
八
十
五
周
年
　
校
舎
改
築
落
成
記
念
式
典

同
窓
会
館
（
津
苑
会
館
）
竣
工

複
合
施
設
「
周
行
館
」
増
設

家
政
科
閉
科

体
育
館
（
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
小
倉
西
）
竣
工

創
立
百
周
年
記
念
事
業

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
修
学
旅
行
（
二
年
生
）

定
時
制
閉
課
程

創
立
百
十
周
年
記
念
式
典
　
校
史
資
料
室
完
成

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

　
中
庭
整
備
事
業
に
津
苑
会
よ
り
一
部
寄
贈

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

　
視
聴
覚
教
材
津
苑
会
よ
り
寄
贈 

創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典

サンアリーナ
小倉西完成

周行館落成（平成2年）

津苑会館

体育館完成（昭和37年）

正門

旧校舎と新校舎

体育大会（平成9年）

修学旅行

九重キャンプ 家政科総合実習（平成4年）

全国高校総体ハンドボール大会優勝（昭和55年）

修学旅行

弁論大会

水泳大会
全国定時制軟式野球大会出場 応援団

文化祭 久住登山（昭和45年）
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創　部 S
21

S
23

S
25

S
27

S
29

S
31

S
33

S
35

S
37

S
39

S
41

S
43

S
45

S
47

S
49

S
51

S
53

S
55

S
57

S
59

S
61

S
63

H
1

H
3

H
5

H
7

H
9

H
11

H
13

H
15

H
17

H
19

H
21

H
23

H
25

H
27

H
29

弓道 昭和34年・高女時代
剣道 昭和36年
柔道 昭和28年 平成19年度より休部
陸上 高女時代
水泳 昭和24年
卓球 高女時代

テニス 高女時代 昭和41年軟式から硬式
バスケット 昭和24年4月
バトミントン 昭和34年
バレーボール 高女時代
ハンドボール 昭和28年（男子） 昭和26年女子部創部

野球 昭和24年
登山 昭和25年4月
体操 昭和36年

ラグビー
応援団 昭和40年
茶華道 高女時代

写真 昭和30年
書道 昭和25年

吹奏楽 昭和25年
美術 昭和27年

バトン 平成12年
放送 昭和24年
演劇 昭和24年には活動有

イラスト
ECC 昭和33年 昭和26年は「英語部」

調理・手芸
被服・手芸 昭和24年

調理 昭和23年
音楽

コーラス
みどり会 昭和24年 音楽部は高女時代から

物理 昭和39年
化学（科学） 昭和25年

生物 昭和34年
地学 昭和39年

社会科
新聞 昭和24年
文芸 昭和25年
弁論 昭和24年には活動有
園芸 昭和34年

インターアクト 昭和49年 奉仕活動
英語 平成25年は同好会

アート イラスト部と美術部が合併

　私の入学は、1968年。この年、山鹿の九州大会に出場、初
めての九州大会出場です。同期は、15人が最後まで続き、卒
業後も交流があります。写真は、創部20周年の記念演奏会で
す。吹奏楽部は、男女共学となってからすぐに設立され、そ
ろそろ70年になります。私たちは団塊の世代、人が多く、何
でも競争の時代でした。受験競争も厳しくて、成績が下がる
と、親や先生から退部を勧告されました。それでも続けたのは、
仲間との絆や、音楽
する喜びだったと思
います。
　高校の３年間は、
勉強の方はダメでし
たが、生涯の友を得、
音楽に情熱をかける
事が出来て、良い思
い出です。

　吹奏楽部の思い出
高校 20 期　余田　保孝　

吹奏楽部発足20周年記念演奏会

　高校野球は部活動でも花形です。戦後創部された硬式野球
部は、長年、県大会出場の壁を越えることができませんでした。
　平成 13年夏、城後　勝監督（本校高校 39期・Ｓ 62年卒、
今年当校へ教諭として再着任）ご指導のもと地区予選を見事
突破し、県大会に初めて出場しました。対戦校は当時甲子園
の常連校東福岡高校、残念な
がら強豪校の壁を破ることが
出来ず、惜敗しました。毎年
猛練習をしながら甲子園を目
指している部員の皆さん、い
つかは卒業生を甲子園に連れ
ていってください。応援しま
す！
　定時制軟式野球部は、昭和 40年代には
全国定時制大会に常連校として出場活躍
し、ベスト8まで勝ち残った記録が残され
ています。

　合唱の名門校小倉西みどり会がなくなっていることに時の流れを感じ
ます。当時（昭和 40 年頃）女声合唱みどり会は常に全日本合唱連盟主
催西部合唱コンクールに県代表として参加する名門校でした。その名声
に憧れて小倉西高校に入学したという多くの同級生がいたことも後から
知りました。そのみどり会が混声合唱に変わった頃、顧問の岩佐先生に
声をかけられて合唱を始めた男子学生が数名いました。私が初めて合唱
した曲が「行こうふたたび」で、その
年のＮＨＫ合唱コンクールのため福岡
まで行ったことが今でも鮮やかに記憶
に残っています。
　この数年ＯＢ会で顔を合わせて旧交
を温めています。ＯＢの方は是非ご参
加ください。　野球部の初めての県大会出場

　みどり会のこと

高校 22 期　森　　義雄　

高校 20 期　神田　一伸　

　平成 29 年 8 月　山形先生門弟が観山荘に集結、山形久先生の傘寿を祝った。
　山形先生は、昭和 46 年に監督就任、昭和 62 年まで 17 年間に渡って指導、
上記戦績を収める中、33 期生（清家主将、山田、小柳、米澤、加納、角野、
水之江　主務：渡辺、古野）が、OB とも一体となって全国制覇を成し遂げた。
以降、県内公立普通高校による全国制覇記録は破られていない。（＊柔剣道を除く）

　優勝チームは、山形門弟の 10 期、当時、地元の大学（九工大、九大、福大他）
に進学した先輩が、ほぼ毎日練習にコーチ役として参加、また、関東・関西の
一部リーグ（法大、中大、早大、日大、筑波大、同大他）でハンドを続けた先
輩諸氏も、帰省時には西高に集って熱心に指導。さらに、地元で就職した OB（若
松高校、門司高校 OB も一部合流）が、社会人チーム『北九州クラブ』を立ち上げ、
国体やクラブチーム選手権の県代表に、現役チームの恰好の練習相手となって
切磋琢磨。これが、西高ハンド全盛の基盤モデル。
　全国に行けば上位入賞する力を持つも、その栄冠を手にするには至らず、い
つの間にか悲運の文字がつけられた。加えて、県内では久留米工大附高がライ
バルとして立ちはだかり、インターハイ出場も困難になる状況下、自らの手で
悲運の文字を拭い去った。
　公立進学校で、体育館の施設にも恵まれず、中学からの経験者希少のハンデ
もあった。レギュラーは 3 年生のみ、どんなに素晴らしい選手が下級生にい
てもこの姿勢を崩さず、「素質のない選手でも一生懸命やるという習慣が大事、
それで堅固なチームワークが生まれる。厳しい局面で一番の武器になるのが
チームワーク！」と、基軸を崩さず
語る山形先生。全国を驚かせた鮮や
かなコンビネーションプレーは磨き
に磨きがかけられたもの。優勝チー
ムは 20 種類のフォーメーション（裏
表で 40）を苦も無く駆使した。

　母校周辺を散策する時、必ず脳裏に浮かぶ光景があ
る。
　それは、高校生の私がグランドを疾走するシーンだ。
中学生日本一スプリンターとして入学した私だった
が、度重なる故障でスランプに喘いでいた。インター
ハイや九州大会には出場したものの記録は振るわず、

私にとって人生初の挫折であり、試練の日々であった。それを支えてく
ださったのが、恩師、中村鴻二先生であり、西高陸上部の仲間だった。
早大へと進学し、卒業後は教員として陸上競技の指導に関わることになっ
たのも高校時代の部活動経験が基盤である。現在も地域のスポーツ振興
に携わり、「スポーツを通した人づくり・街づくり」に奔走して
いるが、その情熱の源が西高で過ごした三年間にあることを誇りに
思う。

山形知将率いる小倉西高ハンドボール部・
昭和 55 年インターハイ悲願の優勝

　今を支える陸上部の青春

高校 33 期　山田　俊朗　

高校 25 期　中村　達志　

－ S46 S47 S48 S49 S50 S52 S53 S54 S55 S56 S62
高校期 24 25 26 27 28 30 31 32 33 34 40
全国 初戦 4位 2位 2位 16位 8位 - - 優勝 - -
福岡 優勝 優勝 優勝 2位 優勝 優勝 2位 2位 優勝 2位 2位

≪山形先生 17 年間の主要戦績≫

＊S53、S62、県大会優勝の久留米工大府高は全国も制覇したが、これまでの過程で小倉西との
　対戦が最も苦しかったとのコメントを残している。
注：参考引用「スポーツイベントハンドボール10月号」昭和 55 年 9月20日発行

あゝ青春の部活動！

部活動の変遷

※三筋の伝統～写真に見る西高 111 年～　「津苑」に見る部活動変遷を参考にしています。

H2

H6~14

H8

S28

平成29年8月14日　山形先生傘寿を祝う会
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　私、栗㟢和風こと栗㟢和子(旧姓植田)は高校17期生です。
　人生の中で一番勉強した高校受験。無事合格し、楽しい高校生活が始まりま
した。すぐにバスケットボール部に入部。中学からやっていたので迷いはありま
せんでした。先生方や先輩・後輩達と、厳しい練習に耐えながらも仲間と過ごす
日々は楽しく、キャプテンとしてやりがいを感じ充実した最高の高校生活でし
た。また、授業では被服の実技、服飾や衣装史を勉強しました。今の仕事をやっ
ていく上でとても役に立っていて、レベルの高い授業だったと思います。ここで
学んだ事があるから今の自分がいるとしみじみ感じています。
　社会人になっても学生時代からの茶道や華道の勉強を続け、教授の資格を修得
しました。この頃から自立した女性を目指し、一生続けられる技術を身につけた
いと思っていました。
　結婚し３人の娘にも恵まれ、娘達に自分の手でお雛様を作りたいという想いか
ら夢中で、こだわりのお雛様を作り続けるようになり、着物を日本中探し回るう
ちに一枚の小袖に出逢いました。江戸時代の着物、古代裂（こだいぎれ）です。
　繊細で色鮮やかな古代裂は、お雛様が身にまとうと、より優雅に蘇りました。
小倉で毎年個展を開催出来るようになった矢先に主人が他界。46歳の時でした。
この時、人形作家として生きていく決心をしました。
　その後、東京・大阪・名古屋など全国のデパート、ギャラリーで個展を開催し
ています。私の作品を通して海外にも日本の文化を知ってもらおうと、チャンス
があれば出かけて行きました。
　最初はモナコでした。国王主催のレセプションにも参加し、現地の新聞にも大

活躍してます卒業生

★ 小倉高女新年会が行われました ★
　冬とはいえ、寒さが和らぎ暖かな陽ざしに包まれた平成 30 年 1 月 21 日

（日） ステーションホテル小倉にて『小倉高女新年会』が開催されました。
　本会より塩田会長はじめ数名の役員、児玉校長、高女 38 期から高女
51 期の総勢 83 名の参加の新年会となりました。
　会冒頭、物故者への黙とうを行い、塩田会長、来賓の児玉校長のあい
さつで始まり、御年 97 歳の高女 38 期、山口綾子先輩の力強い男舞（日
舞）、また高女 49 期の先輩方による楽しいレクリエーションダンスが披露
されました。終盤には今年初めての試みで、「お年玉じゃんけん大会」があり、
大変盛り上がりました。
　また、今年度の津苑会総会当番期（高校 46 期）代表の皆さんが総会
の案内と在校生部活動応援の記念品の販売を行いました。記念品の販売
につきましては、多くの皆様にご協力を頂き、ありがとうございました。
　最後に全員で小倉高女校歌を歌い、記念撮影を行い盛会のうちに閉会
となりました。
　来年も今年と同じくステーションホテル小倉で高女新年会を予定してい
ます。多くの先輩方のご出席をお待ちしています。

「古代裂（こだいぎれ）に魅せられて」
人形作家（古代裂お雛様作家）

プロフィール
1946年北九州市小倉生まれ
1998年に「日本の伝統工芸展」に出展以後毎年出展
翌1999年「古代裂お雛様展」個展を開催以後毎年開催
「インターナショナルフェアー」モナコ出展を皮切りに海外へも発信
2003年「ケベックと日本の文化交流」カナダ出展ではグランプリを受賞
意欲的な創作活動をおこない、国内外で活躍中

高校17期  栗㟢和子さん

いつの時代もお雛様は女性にとって特別なお人形であり憧れです。
時代の優美を纏った美しいお雛様やお人形たち。

海外でも称賛の声を浴びる栗崎さんのお人形は、私たちの心をくすぐります。

きく取り上げられました。二度目
はカナダ。日本とカナダの文化交
流ということで日本から60人の
作家が参加しました。その中でグ
ランプリを頂き評価して頂いたこ
とはとても光栄でした。
　ニューヨークでは、日本から桜
の樹が渡って百年を記念した、
さくら祭りに招待され、日本の着物・お雛様を展示し講演も行いました。ロサン
ゼルスやパリで開催されたジャパンエキスポにも参加し、パリでは公式美術展示
『WABI-SABI 』に招待されました。
　ハリウッド女優メリル・ストリープが、北九州に来日した際、お嬢様への贈り
物として私のお雛様をお持ち帰り頂きました。これも何か深いご縁を感じます。
　世界に出て改めて日本の文化の素晴らしさを感じます。
　日本の四季、おもてなしの心、そして世界に誇れる着物。
　古代裂という江戸時代の素晴らしい宝物をお雛様の姿に変え、次の世代に残し
たい、若い世代に語り伝えていきたいのです。
　そんな思いから71歳の現在も、古代裂お雛様作家として頑張っています。

　　　　　　　　　　　工房和風華　栗㟢和風　　090-3193-9595
　　　　　　　　　　　　　　　http://www.wafuka.com/

ゴルフコンペ

同友会総会

かっこいい西高 OB ・
きれいな西高 OG になろう！

青年部主催

ホテルクラウンパレス小倉にて開催。参加者
80 名。福岡県レスリング協会会長の福田敬治
さん（高校 17 期）による「私とレスリング」
の講演も行われました。懇親会では高校 46
期の皆さんが総会の PR を
行いました。

講師にボディーデザイナーの森　俊憲氏（高校 42 期）
を迎え、OKINA de ARUKU にて 24 名で座学と実践を
学んで、かっこよくきれいになりました。

／10
21

SAT

～平成29年度の活動～
津苑同友会だより

／5 19
FRI ／7 27

THU

／11
15

WED

九州ゴルフ倶楽部にて、
優勝は佐々木圭造さん（高校５期）。
24 名の参加で楽しく交流しました。

青年部主催
暑気払い＆当番期
お疲れ様会
焼肉酒家牛さくら本店にて、43 名の
参加で平成 29 年度当番期の皆さんを
労うと共に、会員同士の親睦を
深めることができました。

● 若い会員の皆様も大歓迎！ご入会お待ちしております。
● ご入会の希望の連絡は　津苑会事務局　（581-9387）

■ 幹事　金丸（高校36期）、鮎川（高校39期） までお願い申し上げます。

ニューヨーク個展
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め
、
た
く
さ
ん
の
先
輩
方
、
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
後
輩
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
当
番
期
を

代
表
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
総
会

チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
・
販
売
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
各
期
の
常
任
幹
事
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
広
告
・
ご

寄
付
な
ど
で
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
様
や
先
輩
方

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
岡
県
立
小
倉
西
高
等
学
校
な
ら
び
に
津
苑
会
の

益
々
の
発
展
と
、
お
集
り
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
当
番
期
代
表
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
46
期
生

重
留  

輝
泰

◆ 津 苑 会 賞 ◆

～校内幹事が増えました～

　平成 30 年 2 月 28 日、本校体育館において「津苑会賞」の表彰式が行われ
ました。
　「津苑会賞」は在校中、模範となるような活動・功績のあった生徒もしくは
団体を津苑会から表彰するもので、今回で６回目を迎えます。
　平成 29 年度（高校 70 期）卒業生の受賞者は 3 年 2 組岩瀨輝（いわせひかる）
さん、3 年 2 組前田美波（まえだみなみ）さんの 2 名です。
　岩瀨さんは、3 年間生徒会活動に励み、3 年次では体育大会実行委員長を務め、
その責任ある役割を見事に果たしました。また高校 3 年間無遅刻 · 無欠席で皆
勤を達成しました。
　前田さんは１年次より生徒会執行部として生徒会活動に携わり、2 年次では
文化副委員長として文化祭業務を統括、
3 年次には体育大会副実行委員長として
体育大会を成功に導きました。礼儀正
しく言葉づかいも丁寧で、他の生徒の
模範となりました。
　以上のように、3 年間たゆまぬ努力を
継続し、物事に前向きに取り組んだ功
績を讃え表彰すると共に今後の活躍を
期待します。

教頭（名誉副会長） 白木　周一　高校 29 期
事務長 木原　理恵　高校 31 期
教諭（英語） 大村　裕美　高校 31 期
教諭（英語） 榊原　晴美　高校 33 期
教諭（数学） 多田　　恵　高校 35 期
教諭（地歴） 城後　　勝　高校 39 期

この 4 月より、西高卒の
職員が 4 名転入し、校内
幹事が 6 名になりました
ので、ご紹介します。


